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問１ ① 母分散 ≦ μ（秒
2
） ≦

母標準偏差 ≦ μ（秒） ≦

② 帰無仮説

対立仮説

③ Ａ

Ｂ

Ｃ

問２ 帰無仮説

対立仮説

p-値

検定結果

問３ 帰無仮説

対立仮説

p-値

検定結果

0.193

有意水準5％で帰無仮説を棄却できない．したがって，9:3:3:1に分離しないとはいえない．

この２つの小学校で50ｍ走のタイムについて，ばらつき（分散）が同じである

この２つの小学校で50ｍ走のタイムについて，ばらつき（分散）が異なる

0.022

有意水準5％で帰無仮説は棄却され，この２つの小学校で50ｍ走のタイムについて，ば
らつき（分散）が異なる

50m走の母標準偏差が0.9秒でない

0.019

されない

0.9秒でないとはいえない

9:3:3:1に分離する

9:3:3:1に分離しない
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0.91 4.23

0.95 2.06

50m走の母標準偏差が0.9秒である



番号 50m走（秒） カイ二乗分布に基づく区間推定
1 8.31
2 11.30 信頼率％ 95
3 9.04
4 11.90 分散上限 4.23

5 8.99 分散下限 0.91

6 8.20
7 10.45 標準偏差上限 2.06
8 8.60 標準偏差下限 0.95
9 8.40

10 8.31 カイ二乗検定による母分散の検定
11 8.12
12 7.50 母標準偏差（帰 0.9
13 7.31 母分散（帰無仮 0.81
14 8.86
15 8.90 有意確率p-値Ａ0.018668

有意確率p-値Ｂ1.981332

有意確率は小さい方を採用する

9:3:3:1に分離するかを検定するための計算表（太枠部分に上から順に
9:3:31に分離すると予想した観測値を入れ，後の部分は変えないこと）
Ａ，Ｂが優性の形質，ａ,ｂが劣性の形質である．

観測値 理論値 分離比
Ａ－Ｂ－ 185 180 9
Ａ－ｂｂ 70 60 3
ａａＢ－ 50 60 3
ａａｂｂ 15 20 1
合計 320

p-値 0.193305

番号 A小学校 S小学校
1 8.31 8.57
2 11.30 7.53
3 9.04 7.67
4 11.90 8.80
5 8.99 9.13
6 8.20 7.75
7 10.45 9.52 標本番号 測定値Ａ 測定値Ｂ
8 8.60 8.53 1 8.31 8.57 有意確率p 0.021947
9 8.40 7.90 2 11.3 7.53

10 8.31 7.10 3 9.04 7.67
11 8.12 7.90 4 11.9 8.8
12 7.50 7.80 5 8.99 9.13
13 7.31 7.22 6 8.2 7.75
14 8.86 8.14 7 10.45 9.52
15 8.90 7.97 8 8.6 8.53

9 8.4 7.9
10 8.31 7.1
11 8.12 7.9
12 7.5 7.8
13 7.31 7.22
14 8.86 8.14
15 8.9 7.97

下の測定値にデータ（100個以内）を入れると有意水準p％のと
きに帰無仮説：2つの標本の母分散は等しいに関する有意確率
p-値を自動的に計算する．ただし測定値に値を誤入力したとき
はDelキーで削除すること．セルを移動させると式が変わってし
まう．


